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＜連絡事項＞
・本日、当直医が田名部Drから理事長へ変更となっています。
　17時までは馬渡Ｄｒが院内に居ますので17時までに指示受けがあれば

　馬渡Ｄｒにお願いします。

　17時以降は理事長の携帯（080-2808-6484 ）に連絡してください。

明日の朝、9:00に窪田先生と当直交代します。その時間に医局におりますので、必要

な署名捺印があれば、医局へ
＜患者様連絡事項＞
・上神田　實様～膀胱留置カテーテルの自己抜去あり。馬渡Drに報告し経過観察の指示となる。
・高屋敷　良子様～持参薬のニトロダームTTS（25）が本日で切れる為、硝酸イソソルビドテープ（40）1日1枚5日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～終日隔離中。疎通は良好ではあるが、話の内容はまとまりない。引き続き精神症状の観察を行い早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・藤井　崇史様～時間隔離中。自室内でシャドーボクシングみられているが、対応は穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施している。飲水行動や不潔行為はみられない。開放中は奇声を発しホール内を徘徊している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・立花　圭様～終日隔離中。昼より不穏さあり、大声で叫ぶ事やドア叩きみられている。被害妄想的な発言あり。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・夏坂　浩美様～血圧90～80台で経過。バイタルサインの異常はない。食事も自力で全量摂取されている。
・高屋敷　良子様～バイタルサインの異常はない。食事は介助で全量摂取。むせ込みはみられていない。
・大山　広美様～下痢が続いている。腹部症状や排便状況の観察をしていく。

・泉山　紀子様～飲水行動や幻聴様の訴えはない。痙攣発作等はみられない。

＜措置入院患者様情報＞

・藤井　崇史様～妄想発言聞かれ、シャドーボクシングしたりと、気分高揚あるがトラブルなく経過している。
＜新入院患者情報＞
氏    名：夏堀　麗紗様　（なつぼり　りさ様）

  生年月日：平成11年8月9日　19歳

  病    名：うつ病エピソード
  性    別：女性

  病　　棟：東病棟Aユニット

  主治医  ：田名部Dr(馬渡Dr)
  入院形態：任意入院

　(経過）

	夜になるとパニックを起こしてしまって、以前の様に自傷することや「死にたい」という願望が強くなる。自分が何も出来ない等微小感を強く感じている。原因として幼少期より父親に「お前は駄目だ」というような罵倒を受けてきたことで自信が持てない、などと話している。自分の気持ちを正直に相手に伝えられない、「こう言われたらどうしよう」などと考えるとうまく話ができないという。本人としては入院による休養や薬物調整を希望している。

 

診察時は伏し目がちでやや反応性乏しい。意思疎通は可能であるが、時折返答に詰まる事がある。本人へ入院加療について説明したところ十分な理解と同意が得られたため、本日
13：52東病棟Aユニット16号室へ任意入院となる。
業者洗濯


